
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
  
    

 

   

 
 

自然体験活動をおこなっている指導者および自然体験活動に関心のある方 ５、参加対象者 

1泊2日 10,000円／1名（ 学生は、1泊2日 5,000円／1名 ） ６、参加費 

信州自然大学校  信州信濃町癒しの森実行委員会  国際アウトドア専門学校 ９、協賛 

信濃町  信濃町教育委員会  長野県キャンプ協会  長野県レクリエーション協会 ８、後援（予定） 

2007年度 キャンプミーティング in黒姫高原実行委員会 ７、運営 

財団法人 ラボ国際交流センター ３、主催 
ラボランドくろひめ ２、会場 

2007年11月17日（土）13：00 集合 

2007年11月18日（日）16：00 解散 

１、開催日時 

日本の野外教育第一人者の講師から学び、実際の自然体験活動を体験！また地域の仲間との交流を深めましょう！

１０、会場までのアクセス 
ラボ教育センター 

＠ 住所 

http://www.laboland.jp/ 

長野県上水内郡信濃町野尻１８４８ 
＠ ＵＲＬ 

「ラボランドくろひめ」

財団法人 ラボ国際交流センターは 1973 年設立以来、青少

年のコミュニケーション力を海外のリアルな環境で活かせる機

会を提供することを目的としてホームステイや留学、キャンプな

どの交流プログラムを提供しています。 

（ 長野県上水内郡信濃町 ） 

※ 日帰り参加者は、1日1名5,000円（ 学生は、1日1名2,500円 ） 
※ 上記金額は、宿泊（ロッジ）代・食事代・各種活動経費・保険料込みの料金です。

４、共催 ラボ教育センター 

（ 指導経験の有無は問いません。各種教育の現場で自然体験活動を取り入れようと考えておられる方にお勧めします。） 

国立妙高青少年自然の家  日本アウトワード・バウンド協会 

ボーイスカウト長野県連盟  ガールスカウト長野県連盟 

ラボ教育センター  信州アウトドアプロジェクト 

※ 先着８０名



 テーマ：「 これからの自然体験活動と国際化を考える 」 
１１月１７日（土） 

午後１時  開会式 

○基調講演 「 ことばと自然 」 ラボ教育センター会長 松本輝夫 
             

 

 

 

 

○特別講演 「 ESD（持続可能な開発のための教育）の視点での自然体験活動 」 早稲田大学准教授 高野孝子 

           

 

 

 

 

○興味別アクティビティ・自然体験活動分科会 ― Ａ（ 講師の指導のもと、実際体験をおこないます。 ） 

Ａ－１：「 子どもの主体性を育む体験活動‐国立妙高青少年自然の家の試み‐ その１ 」 

新島邦彦（ 国立妙高青少年自然の家 主任企画指導専門職 ） 

Ａ－２：「 リスクマネジメント‐日本アウトワード・バウンド協会の実践事例‐ その１ 」 

濱谷弘志（ 日本アウトワード・バウンド協会 長野校 校長 ） 

Ａ－３：「 ＡＳＥ（Action Socialization Experience）プログラム その１ 」 

永井将史（ 国際アウトドア専門学校 専任講師 ） 

○事例発表  信州・信濃町癒しの森事業、信州自然大学校、国立妙高青少年自然の家、国際アウトドア専門学校、 

ラボ教育センター、日本アウトワード・バウンド協会 

○全体交流会（黒姫ミーティング）：講師・参加者どうしの情報交換の場 

 

１１月１８日（日） 

○特別講演 「 日本の野外教育のこれから 」 信州大学教授 平野吉直 

            

 

 

 

 

○興味別アクティビティ・自然体験活動分科会 ― Ｂ（ 講師の指導のもと、実際体験をおこないます。 ） 

Ｂ－１：「 子どもの主体性を育む体験活動‐国立妙高青少年自然の家の試み‐ その２ 」 

Ｂ－２：「 リスクマネジメント‐日本アウトワード・バウンド協会の実践事例‐ その２ 」 

Ｂ－３：「 ＡＳＥ（Action Socialization Experience）プログラム その２ 」 

○ラボランド・ローエレメント体験会 

ラボランド施設内のオリジナル「チャレンジスコース」を使用した体験会。コースを仲間とともに

体験することによって、チームワークや連帯感、自己発見について学べます。 

午後４時  閉会式 

お申し込みについて 

 

 

 

 

 

                    

「０７キャンプミーティング in 黒姫高原」参加希望と記して、以下の５つの必要事項をご記入いただき、 

ＥメールまたはＦＡＸにてお申し込みください（電話でのお申し込み不可）。 

① 氏名・年齢・性別     ② 所属団体名     ③ 郵便番号・住所   

④ 電話番号・E メールアドレス（ＰＣ）     ⑤ 希望・要望等があれば・・・ 

お申し込みを確認でき次第、ご記入いただいたＥメールアドレスへ、担当者（道旗、清水）からご連絡いたします。 

受付・お問合せ先：ラボ教育センター関西総局 「０７キャンプミーティングｉｎ黒姫高原係」 

Ｅメール kurohime-m@labo-party.jp    ＴＥＬ：06-6315-1641   ＦＡＸ：06-6315-1794 

 大学卒業と同時に、創設間もないラボ言語教育事業グループの事業に参画し、今日まで青少年の言語教

育と国際交流の推進に従事。現在は、ラボ教育センター会長兼本部長として経営の中枢を担いながら全国

をまわって後援や父母会等も積極展開。ラボ 40 周年を期して昨年言語学者の鈴木孝夫氏や社会学者の門

脇厚司らと協力して設立したラボ言語教育総合研究所の主宰者でもある。 

 1956 年愛知県名古屋市生まれ。筑波大学体育科学系、国立那須甲子少年自然の家、文部省生涯学習

局青少年教育課を経て、1997 年より信州大学教育学部生涯スポーツ課程野外教育専攻を担当。日本野

外教育学会理事。これまでの調査・研究に、「青少年の野外教育指導者の体系的養成カリキュラムに関す

る研究開発報告書」、「子どもの体験活動等に関する国際比較調査」、「生きる力を構成する指標」等多数。

 新潟県在住。自然活動家、ＮＰＯ法人 ecoplus 代表理事でもある。「人と自然と異文化」をテーマに、

体験を重視した北極海横断やミクロネシアの孤島での自らの活動を環境教育の素材とするプログラムを

展開。近年はグリーンランドを舞台に気候変動に関する調査、アラスカ、カナダの少数民族や英国の各種

環境教育プログラムを題材に、土地とひととのつながりに注目した研究活動をおこなっている。 

※ 上記スケジュールの内容は、当日の天候またはその他の事由により変更となる場合がございます。予めご了承ください。
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